
 

 

2 冬の寄せ植え～春以降のようす～ 

冬の寄せ植えを少しアレンジして、春からも寄せ植えを楽しみましょう。気温上昇に

伴い、植物もぐんぐん生長し、水やり、施肥、花がらつみ、切り戻しと作業が増えてき

ます。日々の観察が大切です。 
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植付時（11月下旬） 

宿根イベリスは花が途切れず咲いています。 

ガーデンシクラメンは花付きが悪くなり、 

4月中旬には葉だけになったので、抜き取り、

サフィニアフリル ライトピンクを 1 株植え

ました。 

３月下旬 

４月中旬 

５月上旬 

サフィニアフリル ライトピンクはコンパクトにまとまって咲くの 

で寄せ植えにピッタリ。週に１回程度、500～1000倍の液肥を与

えます。枝が伸びて株が乱れてきたら、切り戻しを行うことで、再び

花が咲いてきます。 

10月上旬のようす 

【おまけ】 

宿根イベリスは咲きあがって花がなく 

なってきました。花茎をカットし、株

はそのまま残しました。 

宿根イベリスを

カットすると、

全体がすっきり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植付時（11月下旬） 

３月中旬 

ハボタンの中心が盛り上がって、とう立ちしてきま

した。ビオラもボリュームがでてきました。 

ハボタンは根を残したまま、茎を地際で切り、ビオ

ラが広がるスペースを確保します。 

３月下旬 

ビオラが茂ってきました。花が咲き続けて

いる間は、週に１回程度、500～1000倍

の液肥を与えます。 

４月中旬 

【おまけ】 

8月中旬 

鉢の縁に、こぼれ種から生えたビオラの苗を見つ

けました。ポットあげをして育てれば 11月頃に

は花が咲いてきます。 

ロータス ブリムストーンは、夏場の蒸れには 

弱い性質がありますが、軒下で管理したおかげ 

か難なく夏越しできました。 10月上旬 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月下旬 

４月中旬 

３月下旬 

ハボタンの花が咲きました。 

ハボタン２株を抜き取り、サフィニア 

フリル ライラックブルーを１株植え 

ました。 

アリッサムが満開です。 

サフィニアの枝が伸びてきました。 

斑入りのアイビーは良いアクセントになっ

ています。 

週に１回程度、50０～1000 倍の液肥を与

えながら育てます。 

 

５月中旬にアリッサムを抜き取りました。 

６月上旬 

ライラックブルーはライトピンクに比べ、枝の伸びが

早いため、花付きがまばらといった感じです。花色は

初夏にピッタリ。切り戻しを行いながら育てます。し

かし盆明けにカットしたらそのまま枯れてしまいま

した。高温期で株が弱っている時は要注意です。 

植付時（12月下旬） 

ハボタンがとう立ちしてきました。 


